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平 井 知香子

はじめに

フ ァン タ ジ ー とは な にか?こ の魅 力 的 な テ ーマ を め ぐって 、19世 紀 フ ラン ス の作 家 ジ ョル ジ

ュ ・サン ド(1804-1876)の 子 供 向 け の 作 品 を 検 討 す る こ とは 、 フ ラン ス の 児 童 文 学 の歴 史 を た

ど る こ とに も な るだ ろ う。 フ ァン タ ジ ー とは 、 そ もそ も文 学 の発 祥 源 で あ る 口承 文 芸 、 こ とに

昔 話 と、18世 紀 ご ろか ら形 成 され る リア リズ ム小 説 を そ の母 体 とす る。 した が って オ ー ノ ア夫

人 や シ ャル ル ・ペ ロ ー に親 しみ 、19世 紀 ロマン 主 義 文 学 及 び リア リズ ム文 学 を 知 る ジ ョル ジ

ュ ・サン ドに フ ァン タ ジ ー作 家 と して の 一 面 が 認 め られ た と して も不 思議 で は な い 。 『ピ ク ト

ル デ ュの館 』五θC擁 初%4θP伽o短%(1873)は 、 夢 み が ち な少 女 デ ィア ー ヌが 亡 き母 の面 影 に 導

か れ て 肖像 画 家 と して 自立 す る まで の成 長 を 描 い た 作 品 で あ る。 夢 と現 実 の世 界 を 描 い た 物 語

が フ ァン タ ジ ーで あ る とす る な らば 、 こ の作 品 は 紛 れ も な く現 実 と非 現 実 の交 錯 か ら な る一 種

の フ ァン タ ジ ーで は ない だ ろ うか 。rピ ク トル デ ュ の館 』 を 中 心 に彼 女 が 最 晩 年 に到 達 した フ

ァン タ ジ ー の世 界 を 検 討 した い 。

1『 ピク トルデ ュの館』の成立事情 とカ レーニ ンの説

ジ ョル ジ ュ ・サン ドは 晩 年 、 故 郷 で あ る フ ラン ス中 部 のベ リーに あ る ノ アン の館 に い て 、 村

人 か らは 「ノ アン の 良い 奥 方 さ ま」BonneDamedeNohantと 慕 わ れ 、 館 に は デ ュマ ・フ ィス、

フ ローベ ール 、 ツル ゲー ネ フ とい った 名 高 い 客 や 友 人 た ちが 訪 れ た 。 サン ドは こ の時 期 に 、 息

子 の モ ー リス と共 に 孫 娘 た ち のた め に 人 形 芝 居 を 催 した り、 音 楽 に 興 じた り、 お 話 を 語 って 聞

か せ た りす る こ とを なに よ りの楽 しみ に して い た とい う。 孫 娘 オ ー ロール と ガ ブ リエ ル を 教 育

す る うちに 生 まれ た13の コン トは 、1872年 か ら1875年 の間 にr両 世 界 評 論 』 誌 一Revuede,一Dθ%κ

ル1碗4θ とrル ・タン 』 紙L.Tempに 相 次 い で発 表 され る。 これ らの作 品 はr祖 母 の物 語 』

Co漉s4励 θg%侃4励 勿 とい う総 題 の も とに 、1873年 、rピ ク トル デ ュの館 』 を題 名 とす る一
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巻 が ミ ッシ ェル ・レヴ ィ社 か ら、 つ い で1876年 に は カル マン ・レヴ ィ社 か らrも のを い う樫 の

木 』L.C能 紹 ρα71α刎 が 出版 され 、 上 下 二 巻 と な った 。 上 巻 の表 題 作 と な った 『ピ ク トル デ ュ

の館 』 は 、 そ の中 の一 番 長 い 物 語 で あ る。

サン ドは 早 い 時 期 か ら子 供 向け の コン トを 書 い て い た 。 そ の理 由 と して は 子 供 時 代 か ら の興

味 に 加 え て 、 児 童 文 学 の世 界 的 流 行 が 影 響 した こ とが あ げ られ る。 ロマン 派 の作 家 た ちが 競 っ

て 童 話 に 着 手 した ので あ る。 若 い 頃 に は バ ル ザ ッ クと共 に 『パ リの雀 のお 話 』(1832)と い う未

発 表 作 品 を書 い て い る。 『雪 の 王 様 』(1837)は 娘 のン ラン ジ ュの た め に 構 想 した もの だ が 、 こ

れ も未 発 表 のた め 内容 は 明 らか で は ない 。 題 名 か らは アン デル セン の 『雪 の女 王 』(1844)を 連

想 させ る。1850年 のrほ ん と うの グ リブイ ユ のお 話 』 は 「避 け よ うと思 って い た 難 儀 に 飛 び 込

ん で しま うグ リブイ ユ」(D'apr6sGribouille,quisejetteal'eaucraintedelapluie.Seditde

celuiqui,pour6viterunmal,sejettedansunpire.)と い う有 名 な諺 を 使 用 して い る。1859年 、

フ ィガ ロ紙 に載 ったr走 る妖 精 』。1865年 に 書 か れ た 幻 想 的 コン トr盃 』 な どが あ る。 フ ラン

スに お け る児 童 文 学 の流 行 に は 出版 者 エ ッツ ェル の寄 与 す る と こ ろが 大 きい 。 エ ッツ ェル は サ

ンドの長 年 の友 で 、 サン ドや ジ ュール ・ヴ ェル ヌ の作 品 を 数 多 く出版 して い る。 サン ドの身 近

な人 物 の作 品 を あ げ る と、恋 人 で あ った ミュ ッセ に よるr白 つ ぐみ 物 語 』、そ の兄 ポ ール ・ ド ・

ミ ュ ッセ にr風 氏 と雨 夫 人 』、 サン ドに植 物 学 の 手 ほ ど き を した ジ ュ ール ・ネ ロ ーにrわ が 娘

の植 物 学 』 な どが あ る。 こ う した 事 情 か らサン ドが 晩 年 に 再 び 児 童 文 学 に 向か った のは 自然 の

成 り行 きで あ った と言 え よ う。

ジ ョル ジ ュ ・サン ド研 究 の古 典 的 名 著 と な って い る伝 記 に ウ ラ ジ ミール ・カ レー ニン の 『ジ

ョル ジ ュ ・サン ド そ の生 涯 と作 品 』Gθo㎎ θS雌4β α伽 θ≠sθsα脚 郷 が あ る。 カ レー ニン に

よれ ば サン ドの晩 年 は 「晴 れ や か で 、 輝 か しい 」 も ので あ り、 幾 多 の苦 悩 と長 い 探 求 の末 に 、

宇 宙 の完 全 な総 合 、 ま さに 宗 教 的 理 想 と もい うべ き境 地 に 到 達 した のだ とい う。 カ レー ニン は

こ の よ うに 晩 年 を 評 価 しなが ら も、 サン ドの孫 娘 のた め に 書 か れ た 作 品 に 対 して は あ ま り好 意

的 で は ない 。

文学上の異端者として非難されるのも顧みず、われわれはこれらのコン トが真実の詩を欠

いていると断言するだろう。もしアンデルセンのコン トや ドイツやスラブのコン トと比較

する場合はなおさらのことである。さらにそれらのうちの大部分は子供たちに理解された

り、彼らを楽 しませるようにはほとんど作られていない。われわれの批判はとりわけこれ

らのコン トのもっとも長いものに向か う。『ピク トルデュの館』である。事実それはただ

単なるちょっとした小説であ り、幻想的な形で生来の才能の目覚めと開花を描いてお り、

こうしたテーマは子供のためのコン トには不向きである1)。
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アン デル セン の コン トや 、 ドイ ツ、 ス ラ ブ の コン トと比 べ る とサン ドの コン トは 「教 訓 」 が

強 す ぎて 「真 実 の詩 」 を 欠 い て い る と、 サン ドの子 供 向け コン トを 非 難 して い る。 果 た して そ

うだ ろ うか 。 カ レー ニン に よれ ば 、 ジ ョル ジ ュ ・サン ドの こ の時 期 の コン トは 三 つ の 目的 に 向

力・うとい う。

(1)労 働 に 対 す る愛(1'amourpourletravail)

(2)学 ぶ 欲 求(led6sird'apprendre)

(3)隣 人 愛(1'amourduprochain)2)

確 か に サン ドの コン トに は これ らの特 徴 が 認 め られ る だ ろ う。 『ピ ク トル デ ュの館 』 の 主 人

公 デ ィア ー ヌは 画 家 と な るた め に 懸 命 な努 力 を す る。 生 家 を 離 れ て まで も絵 画 や 歴 史 を 学 び た

い とい う欲 求 を も ち続 け る。 そ して つ い に は 対 立 して い た 継 母 を も愛 す る よ うに な る。 こ の作

品 は カ レー ニン の あ げ た 三 点 の いず れ の 条 件 も満 た して い る。r祖 母 の 物 語 』 の他 の作 品 に つ

い て も また 同様 で あ る。 しか し、 も う一 つ 最 も重 要 な点 を カ レー ニン は 忘 れ て い ない だ ろ うか 。

そ れ は サン ドの コン トの最 大 の特 徴 で あ る空 想 的 側 面 で あ る。 本 論 で は こ の点 に 注 目 しなが ら

『ピ ク トル デ ュの館 』 で サン ドが 伝 え た か った も のは 一 体 何 か を 探 って み た い 。

]1フ ァンタジーの構造

ジ ョル ジ ュ ・サン ドの作 品 が フ ァン タ ジ ーで あ るか 否 か 、また カ レー ニン の い う 「真 実 の詩 」

の有 無 を 議 論 す るに は 、 少 な くと も次 の三 つ の文 学 ジ ャン ル の識 別 を 行 う必 要 が あ る。

(1)メ ル ヒ ェン(昔 話)

(2)コン ト ・フ ァン タス テ ィ ック(幻 想 怪 奇 謳)

(3)フ ァン タ ジ ー

まず 昔 話 とい うのは 、 シ ャル ル ・ペ ロー の 『昔 話 』研s云o吻sOCo漉sd;tempspass別 名

『ガチ ョウお ば さん のお 話 』Comesdemamerel(加 や グ リム兄 弟 の 『子 ど も と家 庭 のた め の

メル ヒ ェン 』1伽4傑 襯41肋 鰐磁76加 π の こ とを さす 。 す なわ ち昔 か ら民 間 に伝 え られ て きた

口伝 え の文 芸 の こ とで 、 ドイ ツで は 「メル ヒ ェン 」(Marches)、 フ ラン スで は 「コン ト ・ ド ・

フ ェ」(Contedefee)、 英 語 で は 「フ ェア リー ・テ イ ル ズ」(Fairytales)と 呼 ば れ て い る も の

で あ る。 フ ラン ス のサ ロン を 思 わ せ るペ ロー、 素 朴 な味 わ い の グ リム と、 そ れ ぞ れ 趣 を 異 に す

るが 、 例 え ば 「シン デ レラ」 や 「白雪 姫 」 の よ うな話 を さ して い る。 妖 精 や 魔 物 が 登 場 し、 超

自然 的 な 出来 事 が 起 こ る。 昔 話 の様 式 理 論 を研 究 した ス イ ス の マ ックス ・リュテ ィMaxLUthi

に よれ ば 、 昔 話 に は 人 間 の通 常 の世 界 と、 超 自然 的 世 界 と の間 に 精 神 的 断 絶 が ない 。 グ リム の

r蛙 の王 様 』 に お い て 、 蛙 が 姫 に 口を きい て も姫 は い っ こ うに 驚 か ない 。 こ の昔 話 の特 性 を リ

ュテ ィは 「一 次 元 性 」eindimensionalで あ る とみ な す3)。
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次 に コン ト ・フ ァン タ ス テ ィ ッ クとは 、 一 般 に ロマン 派 の時 代 に ドイ ツ文 学 の影 響 な どか ら

流 行 した 恐 怖 小 説 の類 を さす 。 ジ ョル ジ ュ ・サン ドも、 ホ フ マン に 共 鳴 して 幻 想 的 な作 品 を 書

い た 一 時 期 が あ った 。 教 会 の 地 下 埋 葬 所 の 身 の毛 も よ だ つ 殺 人 を 描 い たrス ピ リデ ィオン 』

(1839)は そ の代 表 的 な作 品 で あ る。18世 紀 か ら19世 紀 に か け て ヨ ー ロ ッパ や ア メ リカで は こ の

よ うな ゴ シ ッ ク ・ロマン と呼 ば れ る一 群 の幻 想 的 怪 奇 謳 が 数 多 く生 み 出 され て い る。 日本 を 代

表 す る フ ァン タ ジ ー 『だ れ も知 ら ない 小 さ な国 』 の作 者 佐 藤 さ と るに よれ ば 、 コン ト ・フ ァン

タ ス テ ィ ッ クは 「創 作 され た メル ヘン 」(アン デ ル セン な ど)に た い して 、 「創 作 され た伝 説 」

と い っ た構 造 を 持 って い る。 イ ギ リス ・ゴ シ ッ ク ・ロ マン の終 焉 を 飾 った 『ドラ キ ュ ラ』

(1897)を 例 に あ げ 、 「これ が も と も との伝 説 で な く、 創 作 で あ る こ とを 知 って い る人 は 案 外 少

ない 」 と述 べ て い る。 また 前 述 の リ ュテ ィを 引 用 し、 コン ト ・フ ァン タ ス テ ィ ッ クに お い て は

人 間 の現 実 世 界 と幻 想 怪 奇 の世 界 は は っ き りと隔 て られ て お り、 フ ァン タ ジ ー と 同様 「二 次 元

性 」 が そ の特 性 で あ る とい う。 そ れ ゆ え 主 人 公 は 実 際 の人 間 と 同 じ く、 妖 怪 や 魔 物 に 出会 って

恐 怖 に 陥 る ので あ る。 フ ァン タ ジ ーに つ い て は 「メル ヘン を 母 と して 、 リア リズ ムを 父 と して

生 まれ た」 とい い 、 「ロマン 主 義 の あ とに起 こ った リア リズ ム の延 長 線 上 で 本 格 的 な形 式 を 持

つ 」 と指 摘 して い る4)。

児 童 文 学 者 の神 宮 輝 夫 は フ ァン タ ジ ーを 「超 自然 の要 素 を 含 み 、 小 説 展 開 のあ る物 語 で 、 読

者 に 驚 異 の念 を 呼 び お こす 作 品」 と定 義 し、 「種 類 が 多 い の で 、 簡 単 に ひ とつ に ま とめ る こ と

は で き な い」 と述 べ て い る5)。 た とえ ば 『オ ズ の魔 法 使 い』Th.翫1π4θ 吻 〔 怖2αz4げ(),や

rナ ル ニ ヤ国 物 語 』翫 編 α.BoO廊rム ー ミン』 κ0〃Z吻.鮪 競 な どに は 人 物 の描 き方 や 話 の進 め

方 に 昔 話 に 近 い も のが あ る。日常 生 活 の 中 に超 自然 が 入 り込 ん で くる 「エ ブ リデ イ ・マ ジ ッ ク」

に は イ ギ リス の フ ィ リ ッパ ・ピア ス の 『トムは 真 夜 中 の庭 で 』Tom'sMidnightGardenや メ ア

リー ・ノ ー トン の 『床 下 の小 人 た ち』TheBorrowerが あ る。 また 神 話 や 伝 説 を 語 る叙 事 詩 の

世 界 に 似 た エ ピ ッ ク ・フ ァン タ ジ ー(ハ イ ・フ ァン タ ジ ー)と 呼 ば れ る フ ァン タ ジ ーが1960年 代

に 大 流 行 して い る。 エ ピ ッ ク ・フ ァン タ ジ ーは 昔 話 とは 異 な る一 次 元 性 の背 景 世 界 を もつ も の

で あ る。 神 話 の世 界 に 近 い も のが 多 く、 現 実 と非 現 実 とい う二 重 構 造 を 持 た ない か わ りに 、 非

現 実 な世 界 そ の も のを 、 作 者 の独 創 で す べ て つ く りあ げ て しま う。 トール キン のr指 輪 物 語 』

丁肋Fθ 〃伽 訥 勿ofth-Rindや ア メ リカ の ア ー シ ュ ラ ・ル ・グ ウ ィン の 『ゲ ド戦 記 』TheEar

誘sθα∂oo廊 な どが そ の代 表 的 な も ので 、 ほ か に もSF系 の分 野 に は こ の タイ プが 多 い 。 前 述 の

佐 藤 さ と るは 、 一 次 元 的 背 景 世 界 を 持 つ ハイ ・フ ァン タ ジ ー よ りもむ しろ、 二 次 元 性 の世 界 を

持 ち、 現 実 の世 界 と非 現 実 が ま じ りあ うエ ブ リデイ ・マ ジ ッ クの方 を 正 統 の形 式 とみ な して い

る。 こ の フ ァン タ ジ ー の 「現 実/非 現 実 」 とい う二 分 法 は イ ギ リスで 生 まれ た と され るが 、 今

日フ ァン タ ジ ーを 世 界 的 視 野 か ら見 る と、 必 ず しも判 断 の基 準 に は な ら ない だ ろ う。 しか し、

ル イ ス ・キ ャ ロル と 同時 代 のサン ドに あ って は まだ 有 効 で あ る と考 え られ る。
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ファソタジーの先駆的な作品であるイギリスのルイス ・キャロル作 『不思議の国のアリス』

Alice'sAdventuresi.翫1π4θ7伽4(1865)を 例にとってみよう。アリスの住む現実世界と、ウサ

ギ穴に落ちてアリスが体験 した非現実の世界は伝説や幻想的コソ トと同様に二次元性を有する。

非現実の世界が実はアリスが見た夢であったことは、先駆者だから許されるのであって、今 日

ファソタジーの結末を 「夢」で終わらせることは読者をがっか りさせることになりかねない。

イギリスに比べファソタジー作品が豊かとはいえないわが国の場合はどうだろうか。宮澤謙治

のr雪 わた り』(1924)は 四郎とかん子とい う兄妹が雪の日にキツネの幻燈会に出かける話であ

る。この童話は典型的なファソタジーの構造を持っている。すなわち四郎とかん子が住む現実

世界と、雪の日に二人が訪れるキツネの世界があ り、二次元性の背景をもつ。現実世界と非現

実の世界を結ぶ橋の役割を果たすものは、この場合 「雪」であ り、雪が降ったとき初めて主人

公は空想の世界に遊ぶことができるのだ。 しかもその世界に行 くことのできるのは12歳 以下の

子供に限られている。もっとも人間も動物も同じ自然の中の生き物であると考える謙治にとっ

てはキツネの幻燈会は 「ほんとう」の出来事であるが。

以上のように、ファソタジーはコソ ト・ファソタスティック同様、昔話が一次元性の物語世

界を持っているのにたい して、二次元性の世界をその特性としていた。また登場人物も昔話で

は類型的であるが、ファソタジーの登場人物は内面性を持った個性として描かれる。佐藤さと

るは、この二点に加え昔話が 「人々の心の内面にある共通の非現実を、そのまま外へ持ちだ し

て広げたもの」とし、それに対 してファソタジーは 「一人の作者の心の中(内面世界)に はい り

こんで物語る形式」と定義 している。ではrピ クトルデュの館』における物語の構造はどのよ

うになっているのだろうか。

皿 『ピク トルデ ュの館』 はフ ァンタジーか?

ジ ョル ジ ュ ・サ ソ ドは 『ピ ク トル デ ュの館 』 のは じめ に 孫 娘 の オ ー ロール に あ て て 次 の よ う

に 言 って い る。

問 題 は 妖 精 が い るか 、 そ れ と もい ない か とい うこ とを 知 る こ とで す 。 お まえ は 人 が メル ヴ

ェイ ユ ーmerveilleuxが 好 き な年 頃 で す か ら、 わ た しは 、 同 じ くお まえ のだ い す き な 自然

の中 に そ れ が 存 在 して い くれ れ ば い い と思 い ます 。

わ た しと して は 、 妖 精 は 存 在 す る と思 い ます 。 も し存 在 しなけ れ ば 、 お まえ に あ げ よ う

た って あ げ られ ない で し ょ うか ら。(下 線 と和 訳 は筆 者 に よる)6)

こ の献 辞 に よ る と、 サ ソ ド自身 は この コ ソ トを 「妖 精 」 の 登 場 す る 「メル ヴ ェイ ユ ー(超 自
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然 的 な も の)」 で あ る と考 え て い る 。 サン ドは幼 い こ ろ か ら妖 精 の話 が 好 きで あ った 。 自伝

『わ が 生 涯 の歴 史 』研s云o吻4θ 脚 伽 に よれ ば 、 ノ アン に は オ ー ノ ア夫 人 や ペ ロー の本 が あ り、

幼 い サン ドに 大 き な喜 び を 与 え て い た とい う。

JetrouvaiaNohantlescontesdemadamed'AulnoyetdePerraultdansunevieille6di-

tionquiafaitmesd61icespendantcinqousixann6es.Ah1quellesheuresm'ontfaitpasser

五'αsθ α励1θ%,五 θ」Rθガ≠」Ro%6θ ち 」Rθα%4二 肋 θβ θ1Zθ一Belleoule伽alienFortune,Serpentinver

13α ∂づ01θ,etJ,αSOZ47づSbig吻 客Sαπ云θ17)

冬 の夜 に は 母 が ベ ル カンBerquinや ジ ャン リス夫 人madamedeGenlisの 『お城 の集 い』 五θs

階116θsd26擁 磁%を 読 ん で 聞 か せ て くれ た 。 そ の 時 の 夢 想 は 強烈 で サン ドの幻 想 趣 味 の最 初

の も の と な った 。 昔 話 や 童 話 に 心 躍 らせ た 子 供 時 代 の感 動 を 孫 娘 に も与 え た か った ので あ る。

で は 『ピ ク トル デ ュの館 』 は昔 話 な のだ ろ うか?そ れ と も コン ト ・フ ァン タ ス テ ィ ッ クな のだ

ろ うか?確 か に 「継 母 」 や 「孤 児」 とい った主 人 公 の 身 分 の設 定 な どに は 昔 話 的 な要 素 を 認 め

る こ とが で き る。 また ピ ク トル デ ュの館 の妖 精 の着 物 の描 写 な どに も、 ペ ロー の コン ト、 た と

え ばrろ ば の皮 』 に で て くる描 写 と 同様 、 金 、 銀 、 宝 石 類 を ち りば め た 昔 話 の語 り口に 固 有 の

美 意 識 に 彩 られ て い る。 しか しサン ドは さ らに 「フ ァン タ ス テ ィ ク」 の要 素 に つ い て も次 の よ

うに 言 って い る。

「親 愛 な る レヴ ィ、 お よそ 一 年 前 か ら私 がr両 世 界 評 論 』 に 発 表 した 三 つ の コン ト ・フ ァ

ンタ ス テ ィ ッ ク 〈コ ア ッ クス女 王 〉 〈バ ラ色 の雲 〉 〈勇 気 の翼 〉 に 、1865年5月1日 に

も雑 誌 に 発 表 して い る 〈盃 〉 と題 す る御 伽 話 とい うか 幻 想 的 な物 語 を 加 え て 一 冊 に して く

だ さ って もい い で す 。」(1872年12月20日,MichelL6vy宛,No.16425)8)

サン ドは や が てr祖 母 の物 語 』 と して ま とめ られ る コン トの第 一 作 と してrコ ア ッ クス女 王 』

を 書 い た と き、 は じめ の うちは 編 集 者 ミ ッシ ェル ・レヴ ィの意 見 に 従 って 副 題 に 「コン ト ・フ

ァン タ ス テ ィ ッ ク」(幻 想 的 な お話)と い う語 を つ け よ うと した 。 しか し実 際 は そ の語 を 削 除 し

た の で あ る。 な ぜ な の か?1873年6月19日 の レ ヴ ィ宛 の 手 紙9)で サン ドは彼 に 「わ た しの コン

トに お い て は 、 フ ァン タ ス テ ィ ッ クは きわ め て 軽 い ア レゴ リー の形 で 存 在 して い ます ので 、 も

っ とつ つ ま しい 、 も っ とぴ った り した 形 容 詞 が 望 ま しか った ので す が 見 つ か りませ ん 。 まだ そ

れ を 見 つ け る時 間 が あ ります か?」 とた ず ね て お り、 「フ ァン タ ス テ ィ ック」 と い う形 容 詞 に

満 足 して い ない 節 が 見 受 け られ る のだ 。 結 局 、 総 タイ トル は フ ラン ス の昔 話 に お い て 伝 統 的 に

使 用 され て きたr祖 母 の物 語 』 と な った わ け だ が 、 サン ドが こ こで 見 つ け よ うと して 見 つ け ら
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れ なか った 「フ ァン タ ス テ ィ ッ クとは 別 の単 語 」 とは 「フ ァン タ ジ ー」 とい う語 で は なか った

だ ろ うか?で は具 体 的 に 『ピ ク トル デ ュの館 』 の構 成 を検 討 して み よ う。

物 語 は 都 か ら遠 く離 れ た 寂 しい 土 地 の描 写 か ら始 ま る。8歳 の主 人 公 の デ ィア ー ヌは 父 と と

もに 旅 の途 中 、 「もの を い う立 像 」 に招 か れ 伝 説 の 城 ピ ク トル デ ュに 泊 ま る こ とに な る。 フ ァ

ンタ ジ ー に お い て は主 人 公 は しば しば旅 な どの 場所 の移 動(d6paysement)か らス タ ー トす る。

そ して フ ァン タ ジ ーが お こ る時 、 主 人 公 は しば しば 眠 気 に お そ わ れ た り、 ぼ ん や り した り して

夢 か うつ つ か とい うよ うな状 態 に 陥 る こ とが あ る。r不 思 議 の 国 の ア リス 』 で もア リス は 姉 が

本 を 読 ん で い る うち、 眠 気 に 襲 わ れ る。 そ ん な と きに チ ョ ッキ を 着 た ウサ ギが 現 れ そ の後 を つ

い て 行 くの で あ る。rピ ク トル デ ュの館 』 に お け る主 人 公 の異 世 界 へ の 旅 の は じめ は 同様 の睡

眠 状 態 か らは じま る。

デ ィア ー ヌ もお な じ く眠 っ て い ま した 。 そ うで したね?と ころ が 、 ほ ん とは 、 眠 って い た

か ど うか 、 わ た く しに は わ か りませ ん10)。

物語の語 り手である 「わた くし」は、ディアーヌの体験を夢とも現実ともつかない、あいま

いな状態に置き、妖精が実際に現れたことを読者に実感させようとしている。この手法はファ

ンタジーのそれと同じではないだろうか?

壁 に か か れ て い た 、 形 も さだ か で ない 水 の精 は 、 目も さめ るば か りの美 しい 、 生 きた 女 に

な って い る ので した 。

そ の女 は 、 少 女 のす ぐそ ば まで くる と、 そ ば に ね て い る父 親 に は さわ らず に 、 デ ィア ー

ヌ の額 の上 に か が み こん で 、 そ の上 に くちび るを お しつ け ま した 。 そ の時 、 デ ィア ー ヌは

そ の女 の くちび る のや わ らか い 音 を き き ま した が 、 額 に は なん に も感 じませ ん で した 。 少

女 は そ の人 の首 に 腕 を ま きつ け 、 そ の人 を ひ き とめ よ うと しま した 。 しか しデ ィア ー ヌ の

抱 い た も の は、 た だ の影 で した。...妖精 の手 が少 女 の手 を に ぎ って も、 相 変 わ らず なん の

手 ごた え も感 じられ ませ ん で した 。 しか し、 何 か 気 も ち のい い さわ や か な感 じが 身 うちを

は しった よ うな気 が しま した 。(下 線 は筆 者 に よる)11)

「額にはなんにも感 じませんでした」、「手 ごたえも感 じられませんでした」、「ただの影でした」

と言いながら、妖精の実在を信 じさせる描写 「生きた女になっているので した」、「くちび

るの音をききました」「何かさわやかな感 じが身の うちをはしったような気が しました」と表

現 している。ファンタジーの作者は異世界への旅が読者に信 じられるように、巧みに リアリズ
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ムを 駆 使 す る。 実 際 に は 起 こ り得 ない こ とを 起 こ り得 た か も しれ ない と信 じられ る よ うに 、 で

あ る。

こ う して デ ィア ー ヌは 寄 宿 して い た マン ドの修 道 院 で 病 気 に な り、 父 に 連 れ られ 南 仏 アル ル

に 近 い 別 荘 に 向か う途 中 、 馬 車 の事 故 で 荒 れ 果 て た 古 城 ピ ク トル デ ュに 泊 ま る こ とに な る。 そ

の晩 、 夢 の中 で 伝 説 の ヴ ェール を か ぶ った 妖 精 が 現 れ 、 昼 間 の さび れ た 様 子 とは 打 って 変 わ っ

た す ば ら しい 館 の 内部 を 案 内す る。 こ の最 初 の ピ ク トル デ ュの館 の 出現 の裏 に は 、 デ ィア ー ヌ

の現 実 の不 幸 、 す なわ ち継 母 が デイ ア ー ヌを 邪 魔 に して 修 道 院 に 入 れ た こ とが 想 定 され る。 彼

女 の病 弱 で 夢 見 が ち な性 格 も複 雑 な家 庭 の事 情 に 由来 す る。

第 二 の デ ィア ー ヌ の不 幸 は 、 継 母 ロール 夫 人 が 彼 女 を 美 し く飾 り立 て 人 形 の よ うに か わ い が

るだ け で 、 絵 画 や 歴 史 を 勉 強 した い とい う内的 な欲 求 を 満 た して くれ ない こ とに あ る。 彼 女 は

再 び 病 気 が ちに な り、 ピ ク トル デ ュの美 しい ミ ュー ズ の こ とば か り考 え る。

第 三 の現 実 生 活 に お け る苦 悩 は 最 も耐 え 難 い も ので あ る。 しか し、 こ の も っ と も耐 え 難 い 苦

痛 が 最 も強 烈 な夢 と結 び 付 き啓 示 へ の第 一 歩 と な る。 そ れ は ロール 夫 人 が デ ィア ー ヌ の本 当 の

母 親 の悪 口を 言 った こ とで あ る。 亡 き母 に 対 す る思 慕 の念 が つ の り、 少 女 は 高 い 熱 に うな され

る。 夢 の中 に ピ ク トル デ ュの ヴ ェール の妖 精 が 現 れ 、 「わ た しの顔 を探 して」 と頼 む 。

以 上 が 前 半 の ア ウ トライン で あ るが 、 後 半 は 父 親 と第 二 の父 親 と もい うべ き フ ェ ロン 博 士 と

の関 係 が 深 く絡 ま って くる。 第 四 の障 害 は 、 肖像 画 家 と して 知 られ る父 親 と、 絵 の勉 強 を 始 め

た デ ィア ー ヌ の芸 術 上 の対 立 で あ る。 世 俗 に こび 装 飾 的 な手 法 を 得 意 とす る流 行 画 家 の父 は 、

地 味 で 写 実 的 な娘 の絵 を け なす 。 父 に 理 解 され ない デ ィア ー ヌは 、 亡 き母 の 肖像 画 を 描 くこ と

が 自己 の使 命 で あ る と心 に 決 め る。 再 び ピ ク トル デ ュの ミ ュー ズが 夢 に 現 れ 、 館 の廃 嘘 の中 か

ら 自分 の顔 を 探 して くれ と懇 願 す る。 デ ィア ー ヌは 赤 い メ ノ ウ の うきぽ りを 見 つ け る。

「これ が わ た しで す 。 お まえ の ミ ュー ズ、 お まえ のお か あ さん で す 。 お まえ が ま ちが い で なか

った こ とを 見 せ て あ げ よ う」(《Enfin1s'6crialafey,mevoila!C'estbienmoi,tamuse,ta

m6re,ettuvasvoirquetunet'espastromp6e1》)と 言 って 妖 精 が ヴ ェール を と きか け た と き

夢 が 覚 め る。

第 五 の不 幸 は 家 庭 の崩 壊 で あ る。 今 は 落 ち 目と な った 父 が 破 産 し、 ロール 夫 人 は 家 を で て し

ま う。 デ ィア ー ヌは 深 く悲 しむ 。 そ の 翌 朝 夢 中 で鉛 筆 を動 か して る と、 「わ た しは そ こに い ま

す 。 や っ と見 つ け て くれ ま した ね 」(《Jesuisla,tum'astrouv6e.》)と い うや さ しい 声 が 聞 こ

え 、 デ ィア ー ヌは 父 か ら預 か って い た 亡 き母 の 肖像 画 を 見 る こ と な く自分 自身 の想 像 力 に よ っ

て 母 の姿 を 浮 か び 上 が らせ る こ とに 成 功 す る。 こ の奇 跡 が 彼 女 に 芸 術 家 へ の道 を 開 く。

肖像 画 家 と して 生 計 を 立 て 始 め た デ ィア ー ヌ の前 に 立 ち塞 が った 最 後 の障 害 は 、 芸 術 と義 務

と の両 立 の悩 み で あ る。 父 の破 産 を 救 い 、 帰 って 来 た ロール 夫 人 と うま く折 り合 って 暮 らす と

い う 日常 の義 務 と、 自己 を 偽 る こ と の ない 真 の芸 術 は 果 た して 両 立 す る のか?こ の問 題 に 悩 む
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彼 女 は 再 び ピ ク トル デ ュを 訪 れ る。 顔 の ない 立 像 の足 元 に 手 を 触 れ る と 「お まえ の未 来 の こ と

に つ い て の心 配 は 母 の魂 に まか せ るが い い 」(《Laisselesoindetonaveniral'amematernelle

quiveilleentoietsurtoi.》)と い う声 が 聞 こえ 、 義 務 と芸 術 は 両 立 す る こ と、 そ して 苦 しみ に

耐 え る こ と こそ が 才 能 を 伸 ば す こ とに つ なが る と教 え る。 こ の啓 示 以 来 ピ ク トル デ ュの館 は 常

に 少 女 の記 憶 の中 に 存 在 し、 望 む と きに 現 れ る よ うに な る。 そ して デ ィア ー ヌは 有 名 な画 家 と

な り、 幸 福 な結 婚 を して 物 語 は 終 わ る。 以 上 のあ らす じを デ ィア ー ヌに つ い て 表 に ま とめ る と

次 の よ うに な る。

現 実 ピ ク トル デ ュの館(夢)

1 継母によって修道院に入れ られ

原因不明の熱病におか される。

ピ ク トル デ ュの館 で ヴ ェー ル をか ぶ った

妖 精 に会 う。(Ledamevoil6e)

2 継母はヒロインを人形のようにかわいがる

だけで、勉強 したい気持ちを理解 しない。

そのため病気がちになる。

ピ ク トル デ ュの妖 精 の こ とばか り考 え る。

3 継 母 ロー ル夫 人 が母 の悪 口 を言 う。

デ ィア ー ヌは熱 に うな され る。

夢 に現 わ れ た ヴ ェー ル の妖 精 が 「顔 を探 し

て」 と頼 む 。(Lafigureperdue)

4 肖像画家の父 と、絵の勉強をはじめた

ディアーヌの芸術上の対立。

廃 嘘 の 中か ら 自分 の顔 を探 して と懇 願 す る。

赤 い メ ノ ウを見 つ け る が夢 が さめ る。

(Lafigurecherch6e)

5 家 庭 の崩 壊 。 父 の破 産 。 ロー ル は家 を 出 る。

母 の 肖像 画 完 成 。

「わ た し は こ こ に い ま す 」

(Lafigureretrouv6e)

6 芸術 と義務の両立の悩み。 「おまえの未来は母の魂にまかせなさい」

以上のように、現実から夢へとい うパターンが六度も繰 り返されてこの物語は成立 している

のである。そ して ピクトルデュの妖精が住む非現実の世界は常に主人公の現実の世界と対応 し

ていることが分かる。現実における主人公の不幸や不安が願望となって空想の世界を生んだの

である。心理学的に解釈すれば、意識界に対する無意識界と捉えることができる。このことか

らこの作品は先にあげたファンタジーの特性の第一番 目の 「二次元性」の物語世界とい う条件
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に当てはまると言えよう。第二番 目の 「主人公は内面世界を持った個性として描かれる」とい

う点についても、ディアーヌの葛藤と成長がテーマであることから、ファンタジーの条件を満

た している。では第三の特質について、作者サン ドの内面世界に入 り込んで物語った話である

かどうか検討 してみよう。

lV母 の面影

子供時代のサン ドは家庭的な愛情に恵まれていない。父がサン ドの幼いときに亡 くなり、ノ

アンの館で祖母と母の対立の日々が続いた。そ して母はついにパ リに出発 して しまう。残され

たサン ドは辛い思いをする。自伝に母との別離は 「幼年期における唯一の苦悩」と記 している

ほどである。このことがサン ドの幼年期における心の傷となり、絶えず回帰せざるを得ない原

点ともなったのである。

母との別れは、母にたい しては理想化をつのらせ、祖母にたい しては反抗心をいだ くことと

なる。この 「二人の母の対立」とい う問題が 『ピクトルデュの館』の実母と継母のテーマとな

ったのではないだろうか。

自伝的作品 π獅o吻4θ 〃zα加θに 「壁紙か ら抜け出る妖精」の記述がある。サン ドが7・8歳

ごろのことである。ノアンの部屋にはギリシア神話の肖像画が描かれた壁紙が張 り巡らされて

いた。その中にとくに気に入っていた妖精がいた。毎朝サン ドがめざめると妖精はやさしくほ

ほえみかけた。ところが冬になってベ ッドの位置が変わると、妖精のかわ りに恐ろしいバ ッカ

ス神の巫女ばか りが見えるようになった。恐ろしい巫女は、真夜中になると人間の大きさくら

いになり、妖精をその肖像画から引き離そ うとする。妖精は叫び声をあげサン ドのところまで

逃れて くる。怒 り狂った巫女は杖で二人を打つ。サン ドが恐怖の声をあげてもが くと、現実の

母が救いに くる。母が近づ くと巫女は小さくなり、もとの額縁の中におさまる。 しか し母が遠

のくとまた巫女は大きくなって妖精とサン ドを苦 しめるのであった12)。

8歳 ごろまで繰 り返 し見つづけたこの夢は単なる夢ではない。そこにはある重要な意味が隠

されていると思われる。つまり、サン ドが 「大好きな妖精」とよんでいるものは、ほかならぬ

母のイメージであ り、二人を責めさいなむ巫女とは、貴族社会の偏見をもち、母をい じめる祖

母の姿ではなかっただろうか?ノ アンの館の二人の母の対立が、壁紙の妖精と巫女の夢を生み、

晩年のこの作品の最も重要なモチーフを提供 したのである。

ところでこのノアンの壁紙の夢想が、やがてサン ドの内で次第に膨らみ、決定的な芸術創造

の原型となる日がやって くる。母がパ リに去ったあとのサン ドはその代償としてますます自然

との交流の中に自己の楽 しみを求めるようになる。ll歳 頃、サン ドは寂 しさを紛らわすために

コランベと称する独自の神を創造する。当時夢中になって読んでいたホメロスのrイ ー リアス』
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と、タッンーの 『解放されたエルサ レム』などの影響から、キ リス ト教の神と異郷の神々の融

合体を空想で創 り出したのである。コランベは夜の夢の中に突然形と名前を伴って現れたとい

う。コランベは 「男でも女でもなく、あらゆる姿で現れる」のだが、もっともしば しば女性の

姿で現れた。とい うのは、当時サン ドがもっとも理解 し愛 していたのは母親だった、と彼女自

身自伝の中で証言 しているからである。さらにコランベは7・8歳 頃熱愛 していた異教の女神た

ちとも関係がある。こうした理由から、コランベは母のフィギュールから出発 し、現実の母以

上の理想的な美の女神、あらゆる美の特質を備えた全知全能の神となった。そ してコランベは、

サン ドが後に小説を書 くとき、常に現れて くる。 ピクトルデュのミューズのようにサン ドの芸

術創造の原型となって彼女の生涯の糧ともなったのである。結局、主人公の根本的不幸は亡き

母と継母とい う 「二人の母」の問題に帰着する。そ して実母の不在とその苦悩の克服がこのコ

ント成立の不可欠の条件だったのである。

V異 教的風土

風土性について見てみよう。サン ドは母の不在を補 うため自然の中に逃避 した。その自然と

はまたベ リー地方の異教的な自然でもあった。サン ドの1858年 の作品にrフ ランス田園伝説

集』13)がある。ベ リー地方を中心にフランス各地に散 らばる幻想的な伝説を収集 したものであ

る。何より興味深いのは、この作品が 『ピクトルデュの館』の妖精伝説の資料を提供 している

ことである。そこでこの本を参考にrピ クトルデュの館』の伝説的要素を抜き出すと①石にか

んするもの②妖精にかんするもの③ギリシア神話にかんするものの三種がある。

①石にかんするもの

作品の題名にもなっている 「ピクトルデュ(Pictordu)」 とは 「ね じれた岩」(pic頂 上がとが

った山+torduね じれた,tordreね じるの過去分詞、形容詞)と い う意味で石に関する伝説にな

んらかの関連があると思われる。館の背景に奇妙な形の岩が突き出てお り、その形からこの名

前がついたのである。奇怪な形の石が人間の創造力を刺激 し、そこから様々な伝説が生まれる

典型的な例である。主人公が館に足止めになったのも、この石の伝説についてささやかれてい

たことが現実となったせいで、館を守る妖精が旅人の足を引きとめるために道路の石を動か し、

馬車の事故をおこしたのである。

ところで、「馬を倒 した り、車を引 っ繰 り返 した りする」道路の石の話は既に 『フランス田

園伝説集』の冒頭にでて くる。それは 《五θsPづθ鰐 ∬o伽oゆ づθ鰐soαづ1Zα∬e》(馬 鹿石、泥石)

で、これが夜になると怪物の姿を想像させ人々を恐怖に陥れるとも言われている。この田園の

伝説の石の話は 『ピクトルデュの館』の石の伝説のもとになったと思われる。石の伝説の起源

についてサン ドは、メン ヒル、 ドルメンあるいは ドルイ ド教の祭壇であると言っている。
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②妖精伝説

『ピクトルデュの館』にまつわる妖精伝説とはヴェールをかぶった婦人が館を番 してお り、

自分の気に入った人は館の中に招き入れ歓待するが、気に入らない者には 「出て行け」と叫ん

で、ものすごい力で追い出して しまうとい うものである。この妖精伝説の源はサン ドの故郷に

ある。とい うのはサン ドの故郷ベ リーにはおびただ しい伝説が存在 し、その中には妖精にまつ

わる話も多 く、伝説の舞台となる城跡も各所に点在 しているからである。

先に述べたように妖精は石と関係がある。この点について 『フランス田園伝説集』を参照す

ると、マル ト〈martes>と 呼ばれ る石 と縁が深い妖精がいる。マル トには男の妖精 〈esprits

male;〉 と女の妖精 〈espritsfemelles>の 二種類あ り、そのうち男の妖精の仕事は ドルメンや

メン ヒルを持ち上げることだと書かれている。つまりこの例は石と妖精の関係を物語るもので

ある。 したがってこのようなサン ドの故郷の伝説に登場する石を動かす妖精が 『ピクトルデュ

の館』の原型ではないかと推察されるのである。

次に妖精のもう一つの特徴として注 目すべきは 「富」をもたらすとい う点である。 ピクトル

デュの館で拾った美術品のかけらや古銭が後になって高価なものとわか り、やがて主人公に富

をもたらす。この点についても 『フランス田園伝説集』の中によく似た例が見られる。それは

メン ヒルや ドルメンの背後に隠された古代の宝物に野心を燃やす人を死にいたらせた り、危害

を加えた りするとい うものだ。このように、妖精は石と、さらに宝物、つまり富と密接な関係

を持っているのである。サン ドの小説中で、物語の最後になって偶然大金が出てきて主人公が

大金持になるとい う話がある。たとえばサン ドのいわゆる社会主義小説であるrアン ジボーの

粉挽』や 『愛の妖精』の結末がそれである。これらの偶然手に入る富とい うモチーフは、ベ リー

地方の古代の宝物を守る妖精伝説からヒン トを得ているのではないだろうか?

サン ドは伝説に彩られるベ リー地方に育ったせいで、妖精にはとりわけ強い愛着心を抱いて

いるようだ。その影響で、『ピクトルデュの館』のヴェールの妖精以外にもさまざまな妖精を

作品の中に登場させている。その最たるものは 『愛の妖精』である。また 『魔の沼』のマリー

にも妖精的特徴が与えられている。ComesduneGrand-mereの 中にも五α%θ ρo%∬伽¢五α彬θ

α蹴g70s夕θ獄 など妖精を扱ったものが少なくない。サン ドのこのような妖精への愛着は、まさ

に農民の妖精信仰にたいする共感にほかならない。彼女は 『フランス田園伝説集』の中で妖精

や架空の動物を見ることのできる人は、子供や農民に限られていると言 っている14)。「ピクト

ルデュの館」でも同様に 「ヴェールをかぶったご婦人は子どもが大すき」である。そ して守 り

神や妖精とい う存在が近づ くのは 「同情と献身とによって、視界の広 くなっている者の目に し

か姿を見せない」のである。結局、伝説の妖精は農民にとっては良い存在で幸福をもたらす守

護神のようなものである。 しか しそれ以外の人間にとってはただ恐怖をひきおこすだけの悪い

存在で しかない。ではこの妖精の二面性は一体どこからきたものであろうか?
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妖 精 は 「魔 法 使 い 」 や 「魔 女 」 と しば しば 同義 語 で あ る。 『フ ラン ス 田園 伝 説 集 』 に よ る と、

農 民 た ちは 妖 精 を 〈femmesauvage>と 呼 ん で い る。 そ れ は 「白い 狼 に 子 供 を 食 わ せ る」 魔 女

で あ った 。 従 っ て妖 精 の起 源 とは魔 女 の起 源 で もあ る。 妖 精 は古 代 の 宗 教 に お い て は 〈dame>

と呼 ば れ て い た 異 教 の 「女 神 」 で あ った 。 と こ ろが 一 神 教 で あ るキ リス ト教 が 入 って きて か ら

は そ の権 威 は 失 墜 した 。 妖 精 は 「魔 女 」 と して 迫 害 され た 。 あ るい は また キ リス ト教 に 同化 さ

れ て 神 聖 な存 在 と な った り した 。 しか し田舎 で は 依 然 と して 妖 精 信 仰 が 生 き残 った 。 妖 精 伝 説

は キ リス ト教 と異 教 の激 しい せ め ぎ合 い の歴 史 の中 か ら生 まれ た ので あ った 。 サン ドは 徹 底 し

た パ ガ ニス ム の立 場 に 立 って 『フ ラン ス 田 園伝 説 集 』 を書 い て い る 。 そ して そ の 同 じ思 想 が

『ピ ク トル デ ュの館 』 の妖 精 伝 説 の中 に も流 れ て い る ので あ る。

③ 神 話 的 要 素

神 話 的 要 素 と して まず あ げ られ る のは 、 ヒ ロイン の名 前 デ ィア ー ヌで あ る。 デ ィア ー ヌ とは

ロー マ の豊 饒 神 、 あ るい は 出産 を 助 け る神 デ ィア ー ヌ(デ ィア ナ)の こ とで 、 ギ リシ ア神 話 の ア

ル テ ミスに あ た る。 アル テ ミス の水 浴 を 目撃 した ア クタイ オン は 鹿 に 変 え られ 、 犬 に か み 殺 さ

れ る とい う水 浴 の 話 で 知 られ て い る。 『ピ ク トル デ ュの館 』 で もそ れ に ち な んだ 場 面 が あ る。

デ ィア ー ヌが 泊 った 館 の一 室 は 、 ロー マ風 浴 室 の跡 で 噴 水 が わ い て い る。 そ して 「デ ィア ー ヌ

の浴 室 」(baindeDiane)と 名 付 け られ て い る。 こ の箇 所 は 明 らか に 神 話 の デ ィア ー ヌ の水 浴 を

踏 まえ て い るに 違 い ない 。

デ ィア ー ヌは 、 以 前 、 とて もひ どい 絵 入 りの古 い 神 話 の本 を 持 って い た こ とが あ りま した 。

・そ れ で も四 、 五 人 、 絵 本 の中 で 好 きだ った のは 、 わ か る よ うな気 が しま した 。 コ ップを

さ さげ て い るや さ しい エ ベ 、 クジ ャ クを つ れ て い る誇 り高 い ジ ュノ オ、 れ い の小 さ なぽ う

しを か ぶ った 意 気 な メル キ ュール 、 花 わ を い っぱ い 身 に つ け て い る フ ロラ。 デ ィア ー ヌは 、

じぶ ん が そ の名 を と って デ ィア ー ヌ とつ け て も ら った 月 の女 神 に あ って み た くな りま した 。

(rば らい ろ の雲 』,岩 波 少 年 文 庫p.166～168)

ピクトルデュの館にまつわる神話的要素のうちで最も重要な点は、神話が芸術の神秘を秘め

ていることである。ヴェールの妖精は主人公の前に美の女神 ミューズとなって現れ、芸術への

扉を開 く。このことをさらに象徴的に表 しているのは、ディアーヌが館で拾った子供のバ ッカ

スの顔が彫ってあるモザイ クの破片である。サン ドは語 り手を通 じて次のように言 う。

ギ リシ ア の芸 術 家 は 、 じぶ ん を 偉 大 だ と思 って い た のだ 。 そ して 、 そ れ を も っ と も小 さい

も の の中 に ま で実 現 させ た の だ。...ロ ーマ もや っぱ り偉 大 な芸 術 家 だ った1気 品 は ギ リシ

ア人 に お と り、 ギ リシ ア人 ほ ど純 粋 で は ない が 、 や っぱ り真 実 だ 。 ほ ん と うに 生 命 あ る も

一63一



平 井 知香子

の の中 に 、 生 命 を 感 じる能 力 を 持 って い る。(前 掲 書,p.196)

バ ッカ ス の神 を 彫 った 小 さ な石 のか け らが 今 も デ ィア ー ヌを 感 動 させ る のは 、 そ れ を 刻 ん だ 人

が 心 を こめ て 作 った か らで あ る。 こ こに は ま さに サン ド自身 の芸 術 観 が 表 現 され て い る。

と こ ろ で バ ッカ ス 神 とは 酒 の 神 で あ り、 豊 か な 実 りを もた らす 農 業 神 で あ る 。 そ れ は また

「熱 狂 」(enthousiasme)と 「愛 の欲 望 」(d6siramoureux)を 象 徴 す る。 バ ッカ ス祭 で は 酒 を 飲

み 、 踊 り、 乱 痴 気 騒 ぎが 行 わ れ る。 こ う した 自 由奔 放 なバ ッカ ス神 の本 質 が 芸 術 に 結 び つ くの

で あ る。

さて 、 バ ッカ ス祭 の系 統 に 属 す る も ので 、 サン ドの故 郷 のベ リー地 方 の風 習 の中 に 残 って い

る祭 式 が あ る。 そ れ は サン ドが 『魔 の沼 』(1846)の 付 録 と して 書 い て い る も ので 、 婚 礼 の後 に

行 わ れ る 「キ ャベ ツ」(LeChou)と い う祭 で あ る。 ぼ ろ を ま とい 、 酒 に酔 い しれ た 「異 教 徒 」

(lepaien)と 呼 ば れ る男 が 、 子 孫繁 栄 の 「象 徴 的 植 物 」 で あ るキ ャベ ツを 花 嫁 花 婿 の 家 に 運 ぶ

ので あ る。 サン ドは こ の儀 式 を と り しき る 「異 教 徒 」 に 、 バ ッカ ス の痕 跡 を 認 め て い る。 つ ま

り、 「異 教 徒 」 は古 代 に お い て 豊 饒 の神 で あ った が 時 代 と と もに 堕 落 し、 放 蕩 の神 とな った プ

リア プ ス の こ とで あ る。 そ の起 源 は ロー マ時 代 のサ トゥル ヌ ス祭 、 あ るい は ギ リシ ア のバ ッカ

ス祭 で あ ろ うと述 べ て い る。 そ して そ こに は キ リス ト教 以 前 の神 秘 が あ る と主 張 す る。 繰 り返

せ ば 「異 教 徒 」 の背 徳 的 な面 は 、 中 世 キ リス ト教 を 通 り越 す こ とに よ って 付 随 して きた も ので 、

も と も とは 豊 産 を 祝 う神 聖 な存 在 で あ った のだ 。(LaMareau.)♂ α∂1θ,p.164～175)

サン ドが 『ピ ク トル デ ュの館 』 に お い て 、 バ ッカ ス神 を 芸 術 に 結 び つ け た の もそ こに 芸 術 の

根 源 的 エ ネル ギ ーを 認 め た か らで あ ろ う。 サン ドの芸 術 は 禁 欲 的 な カ トリシ ズ ム よ り、 む しろ

自 由で 解 放 的 な、 よ り人 間 的 と思 わ れ た パ ガ ニ ス ムに 基 礎 を お い て い る ので あ る。 以 上 の よ う

に 『ピ ク トル デ ュの館 』 は 故 郷 の異 教 的 風 土 を 背 景 に サン ド独 特 の芸 術 観 を 表 現 して い た 。

結論

妖 精 は なぜ ヴ ェール を か ぶ って い た ので あ ろ うか?ヴ ェール を か ぶ って い る こ と、 そ れ は 顔

を 見 た い 、 つ ま り母 の顔 を 見 た い 、 母 に 会 い た い とい う切 な る願 い が 拒 否 され て い る こ とを 意

味 して い る。 同時 に また 神 秘 の ヴ ェール は そ の下 に サン ドの芸 術 創 造 の秘 密 を 隠 して い た 。 ピ

ク トル デ ュ(ね じれ 岩)が 火 山か らで きた とい う設 定 は こ の こ と と無 関 係 で は ない 。 火 に は 生

命 の根 源 的 な力 が あ る。 とす る と、 こ の コン トの題 名 自体 が サン ドの芸 術 観 を 象 徴 した も のだ

と言 え る。 ヴ ェール が 取 り除 か れ 、 まだ 一 度 も見 た こ と の ない 亡 き母 の顔 を 何 も見 ず 〈空 想 〉

で 描 い た こ とが 、 芸 術 家 へ の第 一 歩 を 開 い た のだ 。 〈portraitdefantaisie>と い う語 は、[モ デ

ル が な く]想 像 でか い た 肖像 画 とい う意 味 で あ る が、 『ピ ク トル デ ュの館 』 が ま ぎれ も な くフ ァ
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「ピク トル デ ュの館』 に おけ る フ ァンタ ジー

ンタジーであることを暗示 しているような表現ではないだろうか。

サン ドは自由を求めてにパ リに出たとき、生計を立てるため画家になろうと考えたことがあ

った。ところが画家としての才能よりも文才のほ うが並外れていたため作家の道を選んだので

ある。 しか し、作家生活のかたわら絵画も生涯にわたって描き続けた。今 日、画集も出版され

ていて、デッサンや水彩画のほかに 「ダン ドリッド」とい う独特の手法をもちいた絵も含まれ

ている。孫娘と犬が自然の中で戯れているものもあってサン ドのファンタジーのあ りかを物語

っている。『ピクトルデュの館』における肖像画家としてのヒロイン像は、サン ド自身の体験

の中から生まれたのであった。

カレーニンは、晩年のコン トのなかでもとくにrピ クトルデュの館』に批判の矢をむけた。

その理由の一つとして 「教訓色」をあげていた。 しか し、この作品における 「教訓色」は、勤

勉で多 くの友を持つサン ド自身の人間性からくるものである。またアンデルセンなどと比べて

「真実の詩」が欠如 しているとい う批判については、]V章 で見たように幼 くして母と別れたサ

ンドの悲 しみと苦悩を理解すれば 「真実」が欠けているとは言いがたい。また 『フランス田園

伝説集』のまえがきに見られるように故郷の伝説は 「詩的創造力のみなもと」であった。 した

がって故郷の自然美に通 じるこのコン トに 「真実の詩」が欠けていると断定することはあまり

にも早計すぎると思われる。「才能の目覚めと開花」が子 どもの文学のテーマとして不適切で

あるとい う点については、あらゆるテーマが児童文学に取 り入れられるようになった今 日では

まった く問題はない。む しろ 「子どもの自立」は児童文学の根本的なテーマなのである。厳密

にはアンデルセンなどとの比較を行 う必要があるが、それはまた別の機会に したい。以上から

『ピクトルデュの館』はカレーニン説に反 して、夢と現実の交錯から成る優れた児童文学作品

であると言える。 しかも幼い孫に語 り聞かせていたこの話を 「メルベイユーを知らない大人の

読者にも知らせるため」に出版 した。まさにエイジレスのファンタジーであると言ってもいい

かもしれない。

Ilfautcroirequelavieestunebienbonnechoseenelle-meme,puisquelescommencements

ensontsidoux,et1セ 吻 π6θu;δ8θsづ 乃θz4名6z獅.Iln'estpasundenousquineserapPellent6θ ≠

aged∂ πo規 規 θ襯z勿 θ ⑳ απo痂,auquelriennesauraitetrecompar6danslasuite.(H.tiI,

P.529)15)

ジョルジュ・サン ドは、生涯かけて 「失われた幼年の幸福」を回復するためにコランベの周

辺に小説を書き続けた。そ して人生の終わ りに、ふたたび幼年期に立ち戻 り、芸術創造の秘密

を打ち明けた。それは孫娘に遺言としてのこすつもりで書いた童話集r祖 母の物語』の中にお

いてであった。
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平 井 知香子

『ピ ク トル デ ュの館 』 は 、 メル ヒ ェン か ら幻 想 的 コン トを 経 て 、 や が て フ ァン タ ジ ーへ と発

展 す る過 程 に あ った 。 デ ィア ー ヌが 見 た 「妖 精 の城 」 は メル ヒ ェン の要 素 を 持 って い た が 、 同

時 に 主 人 公 の心 を 映 す 鏡 で もあ った 。 幻 想 小 説 『緑 の貴 婦 人 た ち』(1857)に も ピ ク トル デ ュの

妖 精 と 同 じ緑 色 の ドレスを ま と った 女 の幽 霊 が 登 場 す る。 しか し 『ピ ク トル デ ュの館 』 に は 、

もは や 幻 想 小説 の 「恐 怖 」 は な い。 「め ざ め るば か りの美 し さで 、 着 て い る緑 色 の着 物 は エ メ

ラル ドの粉 を ふ りまい た よ うに 光 って い る」 ので あ った 。 空 想 の 『ピ ク トル デ ュの館 』 の中 で

デ ィア ー ヌは 自己 自身 を発 見 し、 成 長 して い く。 ま るでrは て し な い物 語 』Digσ 卿 π41娩 θ

Gθs6雇6砺 θの バ ス チ ャン 少 年 が 、現 実 世 界 に お け る父 との葛 藤 を空 想 の城 「フ ァン タ ー ジ ェン 」

に 遊 ぶ こ とに よ って 克 服 した よ うに 。

自伝 に よれ ば 、 ノ アン の敷 地 内 の森 の中 に 母 が 選 ん だ 場 所 が あ った 。 ス ミ レ、 桜 草 、 ツル ニ

チ ニチン ウ な ど の花 々に 縁 取 られ た 小 道 の奥 の リラ とサン ザ シ の木 の下 だ 。 そ の 「小 さい 巣 」

に ベン チ を 置 き、 母 は 手 仕 事 を 持 って きて し、 幼 い サン ドは お も ち ゃを 持 ち こん で 遊 ん だ 。 そ

して 石 や レン ガ で 家 を 作 り、 「妖 精 の城 」、 「眠 りの森 の宮 殿 」 と名 付 け た とい う。 この 幼 い 日

の記 憶 こそ 『ピ ク トル デ ュの館 』 の原 点 に な った の だ 。 『失 わ れ た時 を も とめ て 』.4伽 名励 傑

thedatempsperchの 作 者 プル ー ス トが 愛 した の も、 サン ドの こ の よ うな フ ァン タ ジ ーで は な

か った だ ろ うか?
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